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1．はじめに

認定こども園の推進が急ピッチに進んできた現在、なお検討すべき点が多くある。また、昨今

の世界金融危機は子育て中の家庭を直撃し、働く母親がさらに恥える起爆剤となった。今後いっ

そう集団教育・保育が必要になり、その質を問われる時代が到来した。

子どもの発達過程において、とりわけ乳幼児期は、連動機能の発達と視覚、聴覚、味覚などの

感覚機能の発達が著しく、脳や神経系の急速な発達がみられる。これらの発達は、周りの人間と

の温かく豊かな相互作用のもとで順調に促され、安心感の中で偏頼関係が育まれていく。これが

その後の社会化や人間関係の発達に多大な影響を及ぼす。

また、乳幼児期の子どもは、安心感のもとに、知的好奇心をもちながら、自分の周りのlit界を

探検し、物事にチャレンジすることによって達成感や有能感を味わう。そして体験したことで1-1

僧を商め、次へのチャレンジが動機づけられていく。どの保育者もfどもの発達を理解し、援助

しながら、社会化を促し、好奇心に満ち、自発的に活動する元気な子どもが育まれることを願っ

ている。本研究では、特に認定こども|刺における食育に焦点をあて、味覚の発達のみならず、調

和のとれた知覚の発達や食べる意欲を育む給食環境を亜点に検証していく。

人間が生命を維持するために、食を摂ることによってﾉtかされている。そして、食べることは

単に栄養を摂取し、生きていくためだけでなく、健康を維持し、活力の源であり、蝦かな人間性

を培うためのものである。とりわけ乳幼児期において、ノ|皇活リズムを育てることで、集団唯活の

中での給食は大変亜要な意味を持つ。給食を味わい、匂いをI奥ぎ、見て楽しみ、触って確認する

ことができるからである。食噺中の楽しい会i活で、仲間|司上や保育者とのコミュニケーションを

とりながら、知覚を発達させ、人間関係のﾉ産礎を作り上げていく。

特に給食の果たす役割が強調されるのは、食の安全はもちろん、食ﾉk活の乱れ、朝食の欠食、

個食・孤食などの問題が表面化してきたことが背景にある。食育雄本法は、2004年（平成16年）

の第159国会に提出され、2005年（平成17年)6月10IIに成厳して以来多くの実践や検証がな
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